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Abstract
   The article intends to of fer reading materials with some exercises and show how to read 
paragraphs in English ef fectively so that both college students and teachers can have new 
perspectives on how to improve the abilities of students to read and write English on a  
pre-intermediate level. This is the fourth installment of the series with the same title. This article 
expounds a type of question that requires an explanatory answer in written Japanese, which is 
frequently given at my term-end examinations at UEC. I never fail to make a few questions of the 
type for each exam so that a high level of reading ability of examinees can be evaluated. Some of 
our students are not good at answering this kind of question mainly because they find it difficult to 
grasp the context of an English passage and its logical development. Part 2 of the article deals with 
what I call ‘explanatory questions,’ while Part 1 treats the advantage of studying English by the use 
of Japanese and Part 3 introduces 『本物の英語力』 by 鳥飼玖美子 , which asserts the essentials for 
studying English. The English passages in this paper are taken from the National Center University 
Entrance Examination for English in 2015. That is because it can be a suitable tool for enhancing 
the reading and writing abilities of college students if they use its texts only and examine closely 
how the reading passages are composed and expressed.
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第１節　科学と日本語
　この冬、新聞で興味深い記事を読みました。「日本語
で学び、考える科学」という標題で、執筆者は2000年
にノーベル化学賞を受賞された白川英樹氏です（１）。記
事の始めで氏は、受賞発表直後に外国の経済紙記者か
ら「アジアで日本人のノーベル賞受賞者が多いのはなぜ
か？」と訊かれて「日本では日本語で書かれた教科書を
使い、日本語で学んでいるからではないか」と答えたと
記しています。この箇所に目が留まったのは、ひとつに
は昨年読んだ松尾義之著『日本語の科学が世界を変える』
の中に2008年ノーベル物理学賞受賞の益川敏英氏が書
いた記事の引用があり、そこに観点はやや異なるものの
似たような話が載っていたからでした（２）。英語を使う
のが嫌いな益川氏は結論として「まずは学問に本質的な
興味を抱くこと。得意分野を磨くこと。その先に、やっ
ぱり英語もできたほうがいいね、という程度の話なので
はありませんか」と締め括っていますが、白川氏は記事
の最後で次のように主張しています、「英語はコミュニ
ケーション言語として大事であり、学ばなくてよいとい
うことではない。だが私自身、必要に迫られて学んだ外
国語によるよりも、長年使いこなしてきた母国語の方が、
より核心に迫った理解ができるし、より発想の自由度が
大きいと感じてきた」。私がこの記事に関心を抱いたも
う一つの理由は、科学を理解する際に日本語の利用を重
視する氏の考え方は高度な英語を理解する時にも援用で
きると考えるからです。
　前段で言及した松尾義之氏は、益川氏や白川氏よりも
さらに推論を進めて「日本語主導で独自の科学をやって
きたからこそ、日本の科学や技術はここまで進んだので
2 西村　芳康 （2017 年 2 月）
はないか」という思いから上記の単行本を著したそうで
す（３）。この命題は「論理的に証明不能」（同書21頁）だ
としながらも、様々な具体例を挙げていて興味深い内容
になっています。その一例を挙げると、「非キリスト教
文化や東洋というメリット」と題する第７章で紹介され
る堀越弘毅博士によるアルカリ環境に生息する微生物の
発見です。松尾氏はまず、堀越氏がその発見に至る着想
をどのように得たのかについて博士自身の次の言葉を引
用します（149頁）。
　　 人の世界にはこのような環境に強く支配された異な
る文明があるのだから、微生物の世界にも、きっと
われわれがまったく知らない世界、知られていない
世界があるのではないか。文明のことを英語でカル
チャー（culture）という。このときの私の心に浮
かんだのは東西文明の違いであり、まさしくこの言
葉なのであった。実は、微生物学の世界でカルチャー
といえば、それは、培養とか培養器を意味するので
ある。（４）
白川氏に言わせれば要するに母国語は「より発想の自由
度が大きい」からこの着想が生まれたのかもしれません
が、松尾氏はこの記述について「堀越博士は、既存の微
生物学とは、『カルチャー＝培養条件＝文明』に縛られ
た世界であると喝破した。だとすれば、培養条件を変え
てやれば、別の微生物学の世界が見られるかもしれない。
その典型が酸性度（ペーハー）だ。アルカリ側の研究は、
微生物に与える餌がないためにほとんど研究されていな
い。アルカリ環境とはまさに空白の世界であり、酸性の
世界を西洋とすれば、もしかしたら東洋の世界が存在す
るのかもしれない。堀越博士は、そうひらめいたのだ」
（150頁）と詳細に分析しています。たしかに堀越氏は
「東西文明の違いをヒントに大発見をした日本人科学者」
（148頁）といえるでしょうが、英語教員としては「文明」
と「培養」を結び付ける媒介としてcultureという英単
語が堀越氏の脳裏に浮かんだことにも着目せざるを得ま
せん。つまり、英語に関する氏の教養も大発見に与って
力があったとも言えるでしょう。
　世界の現状を考えれば、白川英樹氏、益川敏英氏、そ
して松尾義之氏は英語の使用を軽視しているわけでは全
くありません。しかしながら、英語教育の改革や拡充が
叫ばれる今日の日本において、御三方は日本人の深い思
考と母語の関係について共通した見解を示していると思
います。このことについて再び松尾氏の著書から引用を
して考察を進めてみましょう。
　　 科学や技術の分野のように、英語がかなりできる
人々の社会であっても、日本では日本語表現を必要
としている。（略）それは当たり前の話で、科学者
や技術者であっても、日本語でものごとを考えてい
るからである。英語で考えているのではない。日本
語で科学や思考を進め、明らかになった内容は自然
と日本語で整理される。それを英語に移し替えて英
語の論文を書いているわけだ。／　数式は使う。化
学式も使う。図や写真やフローチャートなども使う。
しかし、肝心な思考という段階では、日本人はやは
り日本語を使ってものごとを考え、推理し、発見や
発明に導いているのだ。このきわめて当たり前の事
実についての認識が、さまざまな議論や主張におい
て欠落している。（93-94頁）
　科学者は数式や化学式などの人工言語を利用している
ので科学は一般に国境のない学問と言われます。しかし、
専門の異なる稿者に軽々しい判断はできませんが、少な
くとも白川英樹氏の主張は松尾氏の見解を支持している
と思います。科学と日本語の関係を考えるうえで重要な
のは、とりわけ「長年使いこなしてきた母国語の方が、
より核心に迫った理解ができる」とする白川氏の見解で
す。言語は伝達の道具だけでなく思考の道具でもあるの
だから、道具として使いこなしている言語を用いればさ
らに深い理解に達すると氏は主張しているのであり、日
本人だから当然日本語を使えて外国語よりも楽だといっ
た安易な考え方をしているわけではありません。対象を
正確に捉えるために、私たちはどのような方法を採るべ
きかがここで問われているのです。
　理解の対象を大学で習う英語に移しても、同様なこと
が言えるでしょう。大学の英語ともなればそれなりに深
みのある内容が書かれていたり、複雑な説明が音声だけ
で届いてきたりします。それを常に要点を汲み取ること
だけで済ませていると、日本語で表現された場合と同じ
ような深い理解に至ることはできるでしょうか。この問
題を長めの英文一つを英和辞典から取り上げて考えてみ
ましょう。高校生の私には理解しにくかった記憶があ
ります。It was not until she finished reading the book 
that she noticed who had written it.（５）２つの下線部は
欠けるところのない完全な英文であり、もっと長く複雑
な英文に取り替えることも可能です。直訳的に解釈する
と「彼女はその本を読み終わるまででなく、誰がその本
を書いたのか気がついた」または「誰がその本を書いた
のか気づいたのは、彼女がそれを読み終わるまでではな
かった」のようになるでしょう。とりわけ前者は、日本
語として分かりにくい、またはふしぜんです。無理や
りに判読すると「読んでいる間に誰が書いたか分かっ
た」になる可能性があります。この英文は単語 until を
使った “It is not until … that ～” の用例で、訳文は「彼
女はその本を読み終わって初めてだれが書いたのか気が
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ついた」と辞典に記されています。教室であれば It 等
の使い方や、なぜ定義の「… まで」が消えて「初めて」
という語が加わるのか説明するところですが、英語の苦
手な学生は‘熟語’として日本語への転換法を暗記したこ
とでしょう。それは要するに、付属している訳語の「… 
になって［…して］やっと［初めて］～する［である］」を
知っていれば英文の解釈がきわめて明瞭になるからです。
　ただ、今日では英語の学習を通して理解能力と使用能
力を同時に高めることが求められています。一般的に言
えば、前者は英語を読んだり聞いたりする力であり、後
者は書いたり話したりする力です。例えば、give とい
う単語を習うとき発音や意味を知るだけでは不十分で、
それを使って一つの文を音声や文字で表現できる必要が
あります。電通大１，２年生の必修英語教育では両者を
同等に扱っていますが、過去の中等教育では理解能力に
重点が置かれ、現在では時代や世界の変化に応じて使用
能力に比重が移っています。大学における以前の英語教
育は、学生が専門課程に進んで英語文献を扱うことを想
定していましたが、今は他国との人的交流の増大や情報
を伝える手段の進歩を踏まえた教育を目指さなければな
りません。つまり、書き言葉と話し言葉、あるいは理解
能力と使用能力が共に必要な時代に入りました。これは
英語の学習量を数字だけで見れば大変なことです。一例
を挙げれば、第３節で採り上げる鳥飼玖美子氏は語彙数
に関して「話したり書いたり使いこなすことのできる発
表語彙は、読んだり聞いたりした時に理解できる受容語
彙より少ないとされている」けれども、「仕事で英語を
使おうという場合は、8000語は必要」と述べています（６）。 
また、大学を出てから必死に英語を学んだ経済評論家の
勝間和代氏は、自習を重ねた経験から「私が、ビジネス
レベルで英語が使えるようになるまで要した時間」は
1000時間だと述べ、しかもそれは「英語だけに接する
時間」という但し書きを付けています（７）。
　このような数値目標を学部の間に達成できる電通大生
がどれほどいるか私には予想できないので、基本的に言
えるのは半数以上の学生は学部から大学院まで設けられ
ている英語科目をうまく利用するべきだということです。
決まった時間に英語学習の方向付けをしてもらえるから
ですが、一人ひとりの学生にとってその授業が効果的に
なるかどうかは、各学生が予習や復習をどのくらいの時
間をかけてどのように行なうかを決めることに掛かって
います。なぜなら、教員は最も多い中間層を念頭に置い
て授業を進めざるを得ないからです。さらに勧めたいの
は、隙間の時間を使って授業とは離れた自習をすること
です。授業ではどうしても‘させられる’という感じがつ
きまとうので、語学番組や雑誌・新聞、ＰＣ・スマホの
サイトその他各種の学習方法を利用して「自分から取り
に行く」姿勢を作れば何らかの手応えや達成感を味わえ
るでしょう。これは興味本位、自分中心でかまわないの
です。
　第２節　論理的な理解度を試す説明問題
　今回は期末試験の経験からテーマを設定したいと思い
ます。期末試験の作成は約30年に及ぶのでいつ頃始め
たのか記憶は定かでありませんが、英文の読解問題の一
つとして‘説明問題’を出すことを思いつき、現在までと
りわけ英文読解を目的とする私の英語演習の試験で多用
しています。大学入試によくあるような、本文の幾つか
の箇所に下線を引き解答を求める問題の一種ですが、特
徴は下線部を読むだけではほとんど内容を説明できない
箇所が対象となります。英文全体の論理的な関連を見出
すことを目指しているので、答の出所は他の場所にある
わけです。ことさら珍しい設問ではありませんが、電通
大生は苦手とするか説明不足になる場合が少なくないの
が実状です。授業のテキストに選ぶのは論理展開の明確
な説明文（約４百語）なので、試験でも設問の指示に「具
体的に」とか「分かりやすく」説明するようにとある場
合には解答もそれなりの書き方が必要です。センター
試験の結果が示すように、多くの学生には英語の基本的
な知識や思考力はありますが、下線部以外の箇所に答の
源を見つける力、私の言う応用力に欠ける傾向が見られ
ます。全てが選択肢問題であり必ず正解が一つあるセン
ター試験の影響もあるのかもしれませんが、私にはもっ
と大きな背景があるように思われます。　
　今回も考察対象の英文には、昨年１月に出題された平
成27年度大学入試センター試験・英語［筆記］を用い
ます。論理展開のある内容ならば最初に採り上げる第３
問にあるような１段落構成の英文でも私なりの‘説明問
題’を作成することが可能です。本論に入る前にその特
徴を再説しておきましょう。本文がなくても想像しやす
い例を挙げれば、小説のある箇所に「彼女は泣いた」と
いう文があったとします。ここで設定できるのは「その
理由を具体的に説明しなさい」という設問です。下線を
施した箇所は英文であっても学生全員が分かる内容で
す。しかし、その理由や原因は下線部には求められませ
ん。どこか他の箇所から因果関係を読み取らなければな
らないわけです。設問には必ず「英文に即して」という
指示を付すので、想像や一般常識で答えるのはよくあり
ません。読んだ人の意見や感想を求めているのではなく、
書き手の思考や表現の脈絡を辿らせるのが目的だからで
す。ところが、学生の反応の一つと考えられるのは「悲
しかったから」という解答です。この答は一般論であり、
また本文に描かれている出来事には触れていません。本
文次第では、嬉し涙の場合もありえます。したがって評
点は零点か、あるいはきわめて低い得点になります。実
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際の授業では期末試験の前に、実際にテキストから説明
問題を即興で作って学生に示したり、この問題の解答と
しては「英文を読めない人が分かるように説明すること
が求められる」と伝えたりしています。
　【第３問Ｂ】
　考察対象の英文にはこれまでと同様、注釈の後に一括
添付して頁の最上部に「平成27年度大学入試センター
本試験　英語・筆記　第～問」と記します。でも、第３
問Ｂに出題された英文には設問の趣旨から多数の下線が
引いてあり、かつ不要な英文が一つ入っているので、そ
れらを取り除いて見やすくすると共に文意が明確になる
ように下記のごとく修正を加えました。
　それでは、実際にどのような設問を作ることができて、
またその解答はどのようになるかを示してみたいと思い
ます。先ずは第３問Ｂの短い英文を採り上げて検討を加
えますが、いずれの問いも「英文に即して」が前提にな
ります。
問１．下線部の理由を分かりやすく説明しなさい。
   Stamp collecting is an educational hobby that can 
be inexpensive and enjoyed whenever you want. It 
provides a nice and practical way of learning about 
history, geography, famous people, and customs of 
various countries worldwide. You can also get started 
without spending money by saving the stamps on 
envelopes you receive. In addition, you are able to 
work on your collection any time, rain or shine. If you 
are looking for a new hobby, stamp collecting might be 
right for you!
　切手収集が「趣味」の一つであることは説明するまで
もないでしょうが、stampをいわゆる「スタンプ」と解
すると異様な内容に変貌します。下線部を読むだけでは
分かりづらい点は、なぜ “educational”、 “inexpensive”、 
“enjoyed whenever you want” なのかですが、そこに書
き手の伝えたい事柄が潜んでいます。常識的な理解が及
びにくいのはとりわけ最初の２つでしょう。なぜ切手を
集めることが「教育的」なのか、また一般に金が必要と
思えるのになぜ「費用がかからない」と意表を突くよう
な表現をするのか、読者としてはその理由を知りたくな
ります。この連作論考をお読みの方は既にお分かりで
しょうが、第１文は段落全体の要点を記した主題文であ
り、“educational” の理由が第２文、“inexpensive” の理
由は第３文、そして “enjoyed ... ” の理由が第４文に説明
されています。つまり、この英文は典型的な academic 
writing の形式を採っているのです。最終の文はこの場
合、結論ではなくていわゆる‘お勧め’です。
　そこで設問の解答例は、次のようになるでしょう。「切
手を集めると世界中の歴史や人物等を学ぶことができる。
届いた封書の切手を使えば安上がりだし、天候に左右さ
れずいつでも取り組める」（63字）。つまり、第１文の
説明ができれば全ての要点を理解できていることになり
ます。ちなみに、書く力の養成という観点から、理由を
３つ挙げるのにFirst, Second, Lastly, を使わず「追加」
を表す also と In addition, で示す方法もあることがこの
英文から見て取れます。
問２．下線部 characteristics の内容を具体的に説明し
なさい。
   Until relatively recently, people in some parts of the 
world continued to use salt as a form of cash.  There 
are several reasons why salt was used as money.  Salt 
was given an economic value because there were 
so few places that produced it in large quantities. 
Another reason is that salt is fairly light and easy to 
carry for trading purposes.  Additionally, salt can be 
measured, so we can easily calculate its value based on 
its weight.  Furthermore, salt stays in good condition 
for a very long period of time, so it holds its value. 
In short, salt has certain characteristics that make it 
suitable as a form of money.
　ここでの下線は１語だけですが、当然「英文に即して」
読み取るのでたんなる「特徴」ではなく、塩がお金の一
種としてふさわしい「特徴」とは何かの説明が求められ
ています。英文には具体的に４つの理由が描かれていて、
第３～６文がそれに当たります。このように１語だけに
下線を引いて問題を立てると、どの箇所と対応するのか
分かりづらく、また複数形の意味に考えが及ばず言及箇
所が不足する解答が出てきます。ところが、設問を「第
２文にある “reasons” の内容を具体的に説明しなさい」
に替えると、それを念頭に置いて読み進めるので答えや
すくなるかもしれません。最終の文は理由を詳しく述べ
た後でまとめに入るために In short, で始まるので結論
文です。換言すれば、この１段落は問１の英文と全く同
じ academic writing の形式で書かれています。第１文
はたんなる事実を指摘していますが、読者にやや驚きを
与える内容です。とくに我々日本人のように周りを海に
囲まれた民族には、いくらでも塩を得られそうなので不
思議に思えます。それはともかく、塩がお金代わりとは
読者には意外なので、第２文でその理由を説明する意図
が記されます。第３文には because 以下があるので理
由①は見やすいでしょう。第４文は Another reason で
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始まるので理由②は明白です。第５文は「追加」の In 
addition と同じ Additionally があるので、たとえ意味が
分からなくとも理由③であることは推測可能です。第６
文の Furthermore も「追加」を表すので理由④となり
ます。
　そこで設問の解答例は次のようになるでしょう。「塩
を大量に産出する所がごく少数で、軽いので持ち運びが
容易だし、目方で価値の計算が可能であり、長期間良い
状態を保てるという特徴（があるのでお金として使われ
た）」（括弧内を除いて62字）。
　ついでながら、書く力をつける観点から本文を考察
すると、第２文と同じ内容の英文を学生が書く場合は 
There are （または、I have） several reasons for that. 
が圧倒的に多いです。私の理解では第２文の why 以下
には書き手の‘説明への意欲’が感じ取れます。第１文を
受身形に替えた表現に過ぎないのですが、主題を反復し
て強調しているからです。もっともこれはセンター試験
の英文なので、論理展開を明晰にするために書いたのか
もしれません。
　【第３問Ｃ】　
　毎年この設問では上記Ｂのような書き言葉ではなく、
話し言葉の英語が言語材料になります。しかし、今回は
指示文にあるように会話は大学の「公開講座でのやりと
り」で、大学教授が迷信について説明するので英文はや
や難度が高いようです。そのため、教授の話は説明文
と似ている印象を与えます。本稿の目的は「論説文」に
対して説明問題を作成することなので、第３問Ｃは一種
の番外編として３頁構成のうち15頁と16頁を扱います。
ここで問いかけたいのは、司会者が冒頭で聴衆にテーマ
として伝える “Superstitions―what they are, and why 
people believe in them.” という部分の後半です。問いと
しては「下線部の内容を分かりやすく説明しなさい」と
なります。学生の解答はおそらく２種に分かれるのでは
ないかと思われます。
　前半の「迷信とは何か」は理解しやすいでしょう。
Joseph 教授の発言・第１文で「迷信とは、明白な合理
的根拠のない信念」と定義づけをしているからです。そ
れを主題文にして、第２文に「例示」を表す支持文が続
きます。でも、これだけでは具体性に欠けるので、実例
として第３、４文で聴き手に理解しやすい‘13日の金曜’
や数字の４と９、及び７を挙げます。では、「なぜ人々
は迷信を信じるのか」に関して教授はどのように説明し
ているでしょうか。私が考える解答の出所は、第５文か
または第６文です。
　この問いは公開講座の中心テーマなので、じっくり考
えてみましょう。第５文を使えば「ある種の数を選んだ
り避けたりすることで、今後の出来事に影響を与えら
れる（と信じている）から」という解答が予想されま
す。一方、第６文に基づけば解答は「幸運または不運と
感じられる一連の稀な出来事の関係を理解する方法だか
ら」となるでしょう。皆さんはどちらの考えを採るでしょ
うか、或いは第三の考えがあるでしょうか？第７文は前
文の内容が普遍的なことだと言うにすぎないので焦点は
第５文と第６文になりますが、教授と司会者とのやり取
りは次頁へと続くのでそれも参考にする必要があります。
問いのねらいが下線部と他の箇所との関連を見出すこと
にあるのを思い出してください。
　私の読み取りは次の通りです。①第３、４文に迷信
の具体例として数字を挙げ、第５文ではそれを “certain 
numbers” で承けているので関連が深い、②第５文の “A 
superstitious person” は迷信を既に信じているがゆえに、
その結果数字とこれからの出来事を結びつけてしまうの
であり、その逆ではない。したがって、「ある種の数を
選んだり避けたりすることで、今後の出来事に影響を与
えられる（と信じている）から」という解答は因果関係
が逆さまになります。では、第６文はどうなるでしょ
うか。これは “Believing in superstitions is one of the 
ways ... ” という書き出しで“迷信の価値や存在を信じる
こと”＝“（人間が理解をする）方法の一つ”、即ち「迷
信を信じるのは、人間が理解をする方法の一つという意
味だ」を表します。言い換えれば、人が物事を理解する
方法は複数あってその一つが迷信だということで、迷
信がたんなる気の迷いといった事柄ではなく人間の本
性に基づく事実を示唆しています。そうであるからこ
そ、教授は16頁で迷信が生じる原因について説明しま
す。それを簡潔に記せば、人間には外界に “patterns”（８） 
を見出す傾向があり、それが偶然に起きた幾つかの出来
事と結びついたときに迷信が生じるという見解です。つ
まり、迷信を人が信じるようになるには過去に何らかの
経験が必要であり、その時二つの事象を恣意的に因果関
係として繋げたというわけです。「なぜ人々は迷信を信
じるのか」という先の問いに戻れば、過去に直接的な
関連がなく生じた二つの出来事を勝手に結びつけたこと
で迷信を抱くようになるわけですから、第６文の「幸運
または不運と感じられる一連の稀な出来事の関係を理解
する方法だから」の方が書き手の意図に即していること
になります。ちなみに、センター試験15頁の設問 “So, 
it is your view that  .” に当てはまる正解は②であり、
選択肢の“superstitions can be used to explain strange 
happenings around us”は上記の説明とほぼ一致してい
ます。また、16頁の設問の正解も②で、私の読み取
りと同じ内容です。
　【第５問】
　出題英文の内容は指示文にあるように「Anna の父親
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が担任の岡本先生に宛てて送ったメールと、岡本先生
からの返信」で書き言葉ですが、私信なので次の第６
問の written English に比べれば分かりやすいでしょう。
TOEIC 試験の英文にも〈手紙〉という種類があり、そ
れを読む際に大切なのはいつ、誰から誰に宛てたもの
で本題は何かを大体でもいいから最初に掴むことです。
メールの場合にはそれが最上段の欄に記されているので、
ここをまずしっかり押さえます。センター試験の方は親
切にも指示文に概要が示されています。英文には２４頁
の第２段にある “has a penchant for” に下線が施されて
いますが、オリジナル問題の下線に紛れないように消し
ました。
　まず、Anna の父親からのメールで考えられる説明
問題は、Subject の “Request for advice” に波線を引い
て「何についてどのようなアドバイスを求めているの
か、具体的に説明しなさい」とするか、あるいは第１段
の最終文 “My wife and I are a little worried about her, 
and we're hoping that it would be okay to ask you for 
advice.” に関して「下線部の内容を具体的に説明しなさ
い」とするものです。いうまでもなく問いのねらいは同
一です。第１段には自分と帰国子女である娘の紹介しか
書いてないので、答はそれより後に求める必要がありま
す。第２段を読むと出だしに困るような事柄はありま
せんが、３行目の However の後に “after almost half a 
year, it doesn't seem like she's made any friends.” とい
う文があり、次にこの推測の根拠となる娘の話が記され
ます。自分の子供が米国で３年過ごして日本に戻り、半
年経っても友達がいないというのはやはり心配でしょう。
これが相談内容の焦点になります。第３段でも娘の状況
を “I still have concerns that she may be a bit isolated.” 
と繰り返していますが、父親が担任の先生にアドバイス
を求めるのは常識で考えても「この状況から抜け出す
方法、つまりどうしたら友達ができるか」ということ
でしょう。第３段の第２文には早くも“I think it would 
be better for her to develop a group of good friends as 
soon as possible.” という父親の考えが示され、段落末
には明確に “If you have any ideas about how she can 
make more personal connections, I would be happy to 
hear them.” と依頼が書かれています。したがって、や
や長めの解答例は「帰国子女の娘に友達がいなくて孤立
しているようなので、どうしたら友達が出来るかについ
て父親が担任の先生に尋ねている」（56字）です。
　ついでながら、父親のメール全体を要約できるように
するために、下線部を指定するのではなく、幾つかの小
問を組み合わせた問いを作成することも可能です。例え
ば、次のような３つの小問を提示すれば、それらをまと
めることで全体の要約となるでしょう。「次の各問いに
日本語で答えなさい。①父親が心配する娘の現状、②そ
の心配の根拠となる事柄、③担任教師に解決を求める問
題」。さらに、或る下線部の英文自体を読む力と他の箇
所との関連を読み取る力の２つを同時に測るには、第２
段の最終文 “This is very different from how she was in 
the US.” に関して具体的な説明を求める問いも考えられ
ることを付け加えておきます。
　次に、岡本先生からの返信について問いを立ててみま
しょう。ここでも２つの観点から異なる設問を考えるこ
とが出来ます。ひとつは生徒の父親からの問い合わせに
答える形で、第１段の最終文にある “a few ideas” の具
体的な内容を説明させる問いです。これは電通大の１年
生には易しい設問と思われます。担任教師のメールは私
信でありながらも academic writing の形式を踏まえて
いるので、それを教え込まれる１年生はメールの構成に
すぐ気づくでしょう。これは４段落構成ですが、第１段
末尾で先生は“I do have a few ideas for you to consider 
that may help her do this.” と述べて、第２段と第３段
で “First,” と “Another approach” という書き出しで一
つずつ ideas を説明します。段落の関連が「主題文＋複
数の支持文」の関係に対応していると言えます。したがっ
て、解答例は「一つは学校の音楽や英語などのクラブ活
動に加わり友人を見つける方法、もう一つは自宅でパー
ティを開いて同級生を招き互いに知り合いになる方法」
のようになります。なお、第５問の英文は次の第６問と
比べると同じ程度の分量ですが英文の表現自体は易しい
ので、解答時間を短く設定すれば読解力だけでなく速読
力も同時に測ることが可能です。
　【第６問】
　27年度の長文問題は工夫を凝らした構成になってい
ます。本文の最初は書き手のいる場所と天気の叙述から
始まり、妻、友、姪の行動が順に紹介され、書き手を指
す I という単語は最終段落に至ってようやく２度使わ
れるだけで、第２段からは急に客観的な叙述に変わり
ます。この姿を潜めた「私」は理系の仕事または研究
職に就いている人物、おそらくは科学者という気がしま
すが、出だしは日記のような書きぶりなのに、じつは第
２段から始まる citizen scientists の説明を分かりやす
くするための具体例になっています。そして、第２～５
段落は客観的な視点による citizen science の説明文に
なります。最終の第６段は全体のまとめ（結論）では
なく、第３問Ｂの問１で使われていたような読者への 
recommendation になっています。ごく簡単に本文全体
の構造を言うと、書き手は具体例から始めて「市民科学
者」の重要な働きを説明し、最後に彼・彼女らに対する
玄人科学者の認識を高めようとしています。以下に私な
りの作問とその補足説明を掲げますので、解答例を書い
てみてください。
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（1）第１段・10行目‘抽象的’説明と具体的説明
　「下線部 all three consider themselves lucky to be 
“citizen scientists.” の理由を説明しなさい」、または「な
ぜこの３人は自分を “lucky" と考えているのか、説明し
なさい」。
　下線部はあえて説明を付けずに鍵言葉の“citizen 
scientists”で段落を閉じています。この新出表現を承け
て、第２段から定義や説明をするためです。解答の拠り
所として私は第２段５～６行の１文を挙げますが、もう
一つの拠り所を第５段４～５行の１文に見出すこともで
きます。
（2） 第２段・８行目　代名詞の役割（論理的関連性）、
または９行目　難解語の類推
　「下線部 “projects of this type” が行なっている具体的
な内容を書きなさい」、或いは「下線部 “burgeoning” か
ら推測される内容を書きなさい」。
　前者は本文の次の行で “citizen science projects” とい
う表現で承けているので、第２段全体を読めば明瞭に理
解出る設問です。後者はセンター試験選択肢問題、問２
の  で問われている英単語ですが、前後関係から類推
して意味を説明させる記述問題に替えることも可能で
しょう（センター試験の正解は、② increasing rapidly）。
（3）第３段・段落の論理的関連（論旨の展開）
　ここでは下線部を施さない設問「“citizen science” に
対する批判を具体的に書きなさい」を作りました。英
文は４つしかないので解答の拠り所が第３文であるこ
とは分かりやすいでしょうが、argue, maintain, detail, 
context などの語彙力がないと解答は難しいかもしれま
せん。直訳を防いで要点を書かせるには字数制限を設け
る方法があります。ちなみに、批判点が２つ有ることは
明示しない方がいいでしょう。
（4） 第４段・１行目または11行目　段落の論理的関連
（論旨の展開）
　この段落は前段末尾の疑問文を承けて、肯定的な回答
を示す文で始まります。これは主題文であり、具体性が
乏しいという意味では抽象的な英文です。したがって、
「下線部 “Two recent studies show that it can.” が示す
内容を簡潔にまとめなさい」、もしくは最後の文から「下
線部 “Results like these” の具体的な内容を書きなさい」
という問いも立てられるでしょう。２つの研究内容を問
うているので類似した設問ですが、難易度は最初の文に
は “that it can” が含まれる分だけ前段落の最終文に触れ
ざるをえないので上回るでしょう。両問の違いは具体的
な内容に主題文から辿るか、結論文から遡るかとも言え
ます。
（5）第５段・１行目　主題文vs.複数の支持文
　「下線部 The best citizen science projects are win-
win situations. の内容を具体的に書きなさい」
　この第１文は主題文ですが、和訳問題にすれば“市民
参加型の科学的研究は、最良の場合双方にとって利益に
なる”のような答になり、具体的な内容はほとんど分か
りません。もちろん、書き手はすぐ次に丁寧に on the 
one hand と on the other hand という一対のつなぎ言
葉で科学者と一般人双方の利益を説明するのでこれで充
分なのです。もっとも、a win-win situation という表現
自体の知識があれば文脈からこの２者であることは容
易に推測がつきます。Cambridge Advanced Learner's 
Dictionary は“A win-win situation or result is one that 
is good for everyone who is involved.”（見出し語 win-
win, p.1802）という簡潔な定義を与えています。
（6）第６段・「提案」或いは「お勧め」
　再び、下線部を施さない設問「この段落で筆者が最も
伝えたいことを表す文章を、４つの文から選びなさい」
を考えました。これでは一種の４択問題になるから「こ
の段落で書き手が最も伝えたいことを表す文章の内容を
説明しなさい」としてもよいでしょう。第４、５段で
科学者側から市民科学者への批判を採り上げてそれを反
証する研究を紹介しているうえ、市民参加型の科学的研
究の最上のケースまで説明しているので選択肢的な解答
は第３文となります。センター試験でも問４で “What 
personal view is expressed in Paragraph （6）?” と
質問しています。これは上記とねらいは同じです。選
択肢の正解は２で、第３文を “Not enough scientists 
appreciate the advantages of citizen science.” と巧みに
書き換えているのが注目されます。
　ついでながら、段落の要点ではなく一つの英文の理
解度を試す場合にも説明問題は使えます。例えば、こ
の段落・第１文の中にある “the list of scientific studies 
using citizen scientists is quickly getting longer.” に下
線を引いて「内容を分かりやすく言い換えなさい」と問
います。この種の設問はほぼ既知の単語で構成され、か
つ英語圏の発想に基づく英文が良問になります。ここで
は the list ... is getting longer が問いの中核です。
第３節　鳥飼玖美子氏の『本物の英語力』から
　前節で詳述した「説明問題」とはいわゆる英文和訳の
力を求めているのではありません。下線を施した文中の
単語や構文の理解に多少曖昧な点があっても、文脈が理
解できていれば解答可能な実践的能力です。すでにお分
かりのように、私の目指す説明問題はそもそも解答の出
所が下線部以外の箇所に見出せるように工夫されていま
す。それでも、この応用問題に至る前の段階として、例
えば１年生に対して一つの英文自体をその内容がよく分
かるように日本語で言い換えさせる‘説明問題’を出題す
ることもあります。その際は、事前に学生へ「これは英
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文和訳の問題ではないので、和訳だけをすると３点満点
ならば１点となります。求められているのは、英語が
分からない人に対して君たちが英文の内容を日本語で説
明できる能力です」と伝えています。それにも関わらず、
和訳だけで済ませてしまう解答が散見されるのは、高校
までにその種の問題を解いた経験がないためかもしれま
せん。英文読解とは単語と文法の知識でたんに英語を日
本語に置き換える作業ではないと私は思います。授業で
そのような反応があると、もう一歩突っ込んで「では、
具体的にはどのようなこと表していますか？」と尋ねる
ことが間々あります。すると、英単語に日本語の定義を
１対１で対応させるだけの学生は沈黙してしまうことが
少なくありません。講演や発表などと同様に、英文読解
は書き手の考え方に能う限り恣意的でなく迫ろうとする
コミュニケーション能力だという見方を教わっていない
のでしょうか。
　もっとも、若い時から同時通訳者として活躍し英語
教育に関する著書も多い鳥飼玖美子氏は、最近の著書
『本物の英語力』で“訳すことの効用”という項目を立て、
言語教育史を踏まえながら「文法訳読」という母語使用
の利点を指摘しています（９）。また、「訳すと分かりやす
くなる例」としてご自身の英文解釈の例を挙げ、「英語
を英語で理解することのひとつの落とし穴は、ざっくり
理解することはできても、細かい箇所を見落としがち
だ」と指摘しています。氏の挙げた例は代名詞（所有格）
という日本人があまり気にかけない単語のレベルですが、
私見では長くて複雑な構文の英文を理解する場合には日
本語を介することにかなりの効用があります。私は大学
に入る前に「英文読解では自分が訳した日本語を必ず点
検せよ」と予備校で教わりました。その先生が指摘して
いたのは、自分の和訳を読み直して曖昧な点があれば英
語の理解自体に曖昧な点があるはずだということでした。
この観点がないと先ほど述べたように、英語を日本語で
置き換えて事足れりとすることになりがちです。
　鳥飼氏は上記の著書の〈あとがき〉で、この本は
2011年４月刊行の「『国際共通語としての英語』の続編
ともいえる本」であり、国際共通語を「『どのように学
ぶか』、という具体的な方法論に焦点を合わせました」
と述べています。『本物の英語力』は英語教育や英語学
習について様々な角度から諸々の問題を簡潔明瞭に論じ
ていて、電通大生にも勧められる好著と思われます。“科
学者の英語”という項目の下では、第１節で紹介した京
都大学名誉教授の益川敏英氏が朝日新聞に掲載した発言
を引用して「母語で学ぶ強み」に言及しています（189-190
頁）。それ以外で私の注意を引いたのは「第15講　英語
学習は未知との格闘」と題する結論部でした。それまで
の叙述は英語学習の多様な側面に目配りが利いているだ
けに公平で穏やかな筆致でしたし、英語学習の極みに達
したご自身の秘訣を公開するといったことも殆どありま
せんでしたが、巻末にきて氏は‘これだけは言っておか
なければならない’という気構えを示しています。わず
か９頁の説明ですが、氏の観点に同感せずにはいられま
せん。
　この最終講で鳥飼氏が第一に述べるのは、「英語とい
う外国語を学ぶことは、『未知と向き合い異質性と格闘
すること』です。英語に限らず、どのような外国語を学
習するにしても、言語に潜む文化を無視しては、外国語
を学ぶことにはなりません」（195頁）という対象に深
く迫ろうとする意気込みです。電通大生の多くは、理系
の英語は表現が明瞭だし普遍的な自然現象を扱うのだか
ら工学部の学生が「言語に潜む文化」まで学ぶ必要はな
いと思うかもしれません。しかし、鳥飼氏の言いたいこ
とは次のごとく氏の経験に深く根差した現実だと思われ
ます。　
　　 人間は誰もが母語を持っていて、母語が持つ世界観
に支配されています。すると、自分が意識せずに持っ
ている価値観とは異なる価値を持った言語を学習す
る際に、衝突や葛藤を起こすことがあります。異文
化の葛藤だとは気づいていない場合が多いのですが、
何となく違和感があって、率直に呑み込めない感じ
です。自己アイデンティティが脅かされるという表
現が使われることもあります。／　それゆえ、外国
語を学ぶことは、おおげさに言えば「未知の世界に
遭遇すること」で、「異質性と格闘する」ことを意
味します。（196頁）
　「世界観」「価値観」と聞くと広く深いイメージがある
ので、皆さんがよく目にする実例に置き換えて私なりの
説明をしてみましょう。英語学習に関する一連の論考を
電通大紀要に書き始めたのは約15年前ですが、その最
初の論文で扱ったのは「英語の五文型の再利用」という
テーマでした。この簡素な分類で一目瞭然なのは、英文
の基本型は必ず主語から始まることと、主語の次に動詞
が並ぶことです。日本語と比べれば、日本語では主語は
必ずしも明示されませんし、動詞が文末に置かれるのが
普通です。一般に主語＋動詞で始まる英文の構成法には、
英語圏の人々の考え方、ひいては「世界観」「価値観」
が反映されていると思われます。要するに、頻度の高い
他動詞を使う構文では「誰か（何か）」が「する」とい
う主体の動作性をまず重視すると言えます。英語を使い
慣れていない日本人には、この言葉の順序で物事を発想
するのは日本語の構成と逆になるので難しいわけです。
また、発想の違いと言えば、英語教員がよく例に挙げる
のはDo your best. という英文です。私たちはこの表現
を自分の「世界観」「価値観」から、何か難しいことを
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対処しようとする人に向けて言う励ましの言葉だと思い
がちです。しかし、数年前に講演のため電通大を訪れた
明治大学教授マーク・ピーターセン氏は、近著でこの表
現の使い方として試験に向かう人に投げかけるのは不適
切だとして、「『その試験はどうせ無理だろうが、ベスト
を尽くせば悔いはないから』といったようなニュアンス
がある」ので日本語の「頑張って」とは異なるという説
明をしています（10）。このような身近な表現にも西洋文
化は潜んでいます。
　第二に鳥飼氏が英語学習で重視するのは「自律性」で
す。氏は“自律性が決め手”という項目の中で、自律性
とは「自分をしっかり持って、自主的に学ぶこと」だ
と定義します（200頁）。そして、それを第一の指摘と
結びつけて次のように述べます。「外国語は、自らが学
ぶ意欲を持って主体的に取り組まなければ成果が出ない、
というのは、外国語が基本的に「未知」であり「異質」
であることが大きく関わっているからです。英語という
未知と遭遇した時に本人が逃げ出してしまえば、それま
でです。」（201頁）。電通大の英語教室も学生に対して
二大目標の一つに“autonomous learning”（自律的、ま
たは自主的学習）を掲げています。しかし、英語が苦手
な学生にとってこれはかなり高いハードルでしょう。そ
のような学生には各自の専攻に不可欠な英語力という観
点から、大学入試以上に重要な修得目標を示す必要があ
ります。「自律性が決め手」とは至言であり、それは学
習者が一人で行なう対象言語の勉強にどれだけ時間を費
やせるかに現れます。そして、費やせる時間は当人の好
き嫌いだけでなく、どのような目標を持っているかに左
右されます。最後の三番目になりますが、鳥飼氏が言及
するのは「外国語学習に自律性が欠かせないのは、言
語というのは生涯かけて継続して学ぶものだからです」
（202頁）という一見意外にも思える指摘です。達人の
域に達している氏が学習の継続を唱えるのですから、道
は遠いと感じるかもしれません。でも、「パソコンの使
い方を習得するのと違い、未知なる異文化を内包してい
る外国語は、期間限定のスキル講座で身につけるわけに
はいかないのです」（202頁）という氏の指摘は大多数
の学習者にとって争えない事実だと思います。
　氏は最終講の直前で「英語学習の成否を決めるのは、
自ら意欲的に未知と出会い、緊張感を持って努力を継続
できるかということです」（194頁）と述べていますが、
この真っ当な考えは「英語」だけでなく「数学」や「物
理」その他の科目にも当てはまるでしょう。でも、残念
ながら氏の見解は日本の多くの大学生にとってかなりき
つい課題のようにみえます。というのも、この稿を書い
ている最中に新聞の朝刊で次の調査結果を目にしたから
です。見出しは「大学生半数 予複習『１～５時間』」と
いうものです（11）。詳細はおよそハガキ大の当該記事に
譲りますが、その第１段落だけを以下に引用します。
　　 大学生が授業の予習や復習にあてる時間は、１週間
あたり「１～５時間」が半数を占めることが、国立
教育政策研究所の調査でわかった。予習や復習をし
ない学生も２割いた。同研究所は「授業だけが勉強
の場と思っている学生が多いのでは」と分析する。
　また、昨年の新聞報道では英語教員にもっと衝撃的
な「高３英語力 ７割『中学レベル』」（12）という見出しの
記事もあり英語教室内メールでも少し話題になりました
が、私個人はこれらの結果をそのまま電通大生に当ては
めることはできないと考えています。むしろ、英語学習
に苦手意識を持つ学生が多いと予想されるにもかかわら
ず、履修登録を求めて私のクラスに集まったり、登録後
も出席を続けたりする学生の姿を毎年見ていると、何か
手助けをする方法はないかと考え込むことになります。
その繰り返しから生じた論考のひとつが今年度の報告で
す（13）。
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